
山

城

国

泉

河

樺

井

渡

瀬

に

つ

い

て

の

補

考乾

幸

次

一
、
は
じ
め
に

山
背
国
を
貫
流
す
る
泉
河
(
木
津
川
)
の
両
岸
の
幹
道

K
つ
い
て
、
足
利
健

【

1
)

『

2
d

考
や
桑
原
公
徳
は
、
可
能
左
限
り
条
里
区
画
線
K
沿
う
て
通
じ
て
い
た
と
考
え

ts} 

る
べ
き
で
る
る
と
述
べ
て
い
る
。
谷
阿
武
践
は
、
和
銅
四
年
(
七
一
一

)
K
設

置
さ
れ
た
山
本
駅
祉
は
、
山
麓
傾
斜
変
換
線
上
で
念
〈
木
津
川
河
岸
附
近
の
沖

積
平
野
に
去
の
っ
た
事
実
を
明
ら
か

K
し
た
。

乙
乙
で
、
筆
者
は
、
南
北

K
通
じ
る
幹
道
の
ほ
か
、
東
西
を
結
ぶ
古
道
、

く
に
、
山
本
駅
と
郷
の
口
と
を
結
ぶ
田
原
道
と
、

さ
ら
に
山
本
駅
か
ら
河
内
へ

向
う
道
と
を
重
視
し
た
い
。

乙
の
田
原
道
に
つ
い
て
、
井
上
満
一
時
は

H

奈
良
後
期

K
恵
美
押
勝
が
叛
し
て

宇
治
か
ら
近
江

K
馳
っ
た
と
き
、
追
跡
軍
が
乙
の
田
原
道
を
通
じ
て
勢
多
橋

K

先
廻
り
し
て
い
る
H

と
述
べ
、
藤
田
川
謙
二
時
は
、
田
原
道
は
旧
山
本
駅
と
郷
の

口
を
結
ぶ
最
短
通
路
に
あ
た
る
の
で
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
よ
く
利
用
さ
れ
た

ょ
う
で
あ
り
、
当
時
の
主
要
な
宮
道
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
し
て
い
る
。

山
本
駅
と
河
内
国
の
楠
葉
駅
と
の
結
び
つ
き

K
つ
い
て
、
桑
原
公
舗
は
、

『
日
本
書
紀
』
の
「
維
積
一
大
皇
一
冗
年
甲
申
、
天
皇
行
一
至
樟
葉
宮
一
。
纏
鐙
天
皇
五

年
冬
十
月
、
畳
一
部
山
背
筒
城
工
の
記
事
か
ら
推
し
て
、
平
城
京
か
ら
山
本
駅
を

経
て
筒
城
宮
祉
の
あ
る
普
賢
寺
谷
を
利
用
し
て
楠
葉
に
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
道
筋
は
、
山
本
駅
と
楠
葉
駅
を
結
ぶ
最
短
距
離
に
あ
た
る
の
で
、
田
原

道
向
様

K
古
代
・
中
世
に
な
い
て
は
、
幹
道
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
木
津
川
東
農
の
井
手
の
玉
川
が
つ
く
っ
た
井
手
一
扇
状
地
に
な
け
る

幹
道
と
、

こ
の
井
手
の
地
か
ら
山
本
駅

K
至
る
泉
河
の
渡
瀬
を
考
察
し
、

さ

ら

K
『
延
喜
式
』
の
山
城
国
泉
河
樽
井
渡
瀬
の
所
在
地
を
再
考
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

井
手
扇
状
地
の
開
発
と
古
代
の
幹
道

康
治
二
年
(
一
一
四
一
二
)
の
井
手
郷
古
絵
図
或

K
よ
る
と
、
井
手
扇
状
地
の

開
央
面
に
は
、
右
大
臣
橘
諸
冠
の
建
立

K
よ
る
ま
局
場
や
諸
兄
の
居
館
・
玉
川

と

頓
宮
左
ど
貴
族
の
邸
が
し
る
さ
れ
、
集
落
と
し
て
か
か
れ
た
も
の
は
扇
央
の
上

村
の
ほ
か
、
扇
端
の
湧
泉
K
沿
う
て
井
堤
里
・
水
無
里
・
石
垣
里
・
塚
本
村
、
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沖
積
地
の
木
津
川
河
岸
附
近
の
西
村
の
計
六
村
が
あ
げ
ら
れ
る
。

井
手
扇
状
地
の
扇
裾
か
ら
木
津
川

K
か
け
て
の
沖
積
地
は
、
か
つ
て
綴
喜
郡

(山
)

4

1

)

条
里
制
の
井
手
里

K
属
し
て
い
た
。
永
久
元
年
(
一
一
一
一
二
)
玄
寮
牒
案

K

は
、
玉
井
車
・
井
手
里
・
玉
井
上
塁
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
谷
岡
武
雄
一
は
、

乙

の

玉
井
里
は
い
ま
の
井
手
町
水
無
区
、

玉
井
上
里
は
段
丘
面
の
上
井
手
地
区
に
あ

て
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
天
喜
六
年
(
一

O
五
八
)
七
月
、

【

3
)

『
山
城
国
玉
井
在
司
等
解
案
』
や
同
年
八
月
『
山
城
国
石
垣
荘
住
人
紀
莱
日
記
』

K
み
ら
れ
る
よ
う

K
、

乙
と
の
扇
面
は
東
大
寺
領

K
組
み
入
れ
ら
れ
、

玉
井
庄

と
石
垣
庄
が
経
営
さ
れ
て
い
た
。
大
治
三
年
(
一
一
二
八
)
『
東
大
寺
荘
園
目

鱒
』

K
は
「
山
城
国
玉
井
市
民
国
八
了
畠
八
丁
余
」
と
あ
る
。

乙
の
井
手
扇
状
地
k
h
u
け
る
扇
央
の
開
発
が
き
わ
め
て
早
期

K
行
わ
れ
た
の

は
、
橘
諸
兄
や
貴
族
が
直
接
関
係
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
最
大
の
理



由
は
、

と
の
扇
状
地
を
形
成
し
た
玉
川
か
ら
の
用
水
確
保

K
よ
る
と
と
ろ
が
大

き
い
。永

久
三
年
(
一
一
一
五
)
『
山
城
園
玉
井
荘
住
人
等
略
』

K
よ
れ
ば
、

御
庄
之
東
有
山
河
、
自
往
古
件
河
水
一
分
下
流
御
庄
田
、
所
耕
作
也
、
而
井
手

寺
者
、
彼
於
河
上
近
来
打
止
件
水
、
全
以
不
下
流
:
:
:
」
と
あ
り
、
ま
た
、
夫

治
二
年
(
一
一
二
五
)
『
東
大
寺
政
所
下
、
玉
井
庄
司
等
、
可
早
任
度
々
宣
旨

状
平
均
分
水
事
)
』

K
は
「
玉
井
、
石
垣
荷
庄
各
々
不
下
一
清
之
由
訴
申
云
へ

の
遺
賓
検
使
、
任
度
々
宣
下
:
:
:
」
と
し
る
さ
れ
て
な

b
、
玉
川
よ
・
9
の
潅
獄

用
水

K
関
す
る
東
大
寺
文
書
が
数
多
く
み
い
だ
さ
れ
る
。
井
手
扇
状
地
に
な
け

る
古
墳
時
代
の
古
道
を
想
定
す
る

K
る
た
り
、
古
墳
の
位
置
・
小
字
名
・
地
形
・

現
景
観
念
ど
を
考
慮
す
る
と
次
の
よ
う
左
道
筋
と
左
る
。
す
左
わ
ち
、
扇
状
地

の
北
縁
を
占
め
る
大
塚
古
墳
の
東
端
あ
た
り
か
ら
ほ
ぼ
七

0
1七
五
メ
ー
ト
ル

の
等
高
線

K
沿
う
て
玉
川
谷
口
の
北
部
丘
陵
の
集
落
(
現
井
手
町
土
井
手

)
K

入
り
、

乙
乙
か
ら
小
字
八
石
橋

V
の
棒
坂
と
呼
ば
れ
る
坂
を
ほ
ぼ
直
線
で
南

K

さ
が
り
、

ζ

乙
で
玉
川
を
渡
っ
て
北
大
塚
古
墳
群
の
西
部
を
六
五

1
七

O
メ
l

ト
ル
の
等
高
線

K
沿
う
て
蟹
幡
郷
の
締
回
(
現
山
城
町

)
K
入
る
山
麓

K
沿
う

も
の
と
し
た
。
乙
の
古
道
は
、
段
丘
の
古
墳
群

K
沿
う
で
ほ
ぼ
同
じ
等
高
線
上

を
通
じ
て
い
る
た
め
、

ほ
と
ん
ど
高
低
が
な
〈
、
か
っ
、

ゆ
る
や
か

K
曲
っ
た

h
J
、
直
線
で
走
る
な
ど
し
て
地
形

K
順
応
し
、
障
害
の
も
っ
と
も
少
い
と
と
ろ

を
南
北

K
通
じ
て
い
る
と
と
、

ま
た
、

い
ま
も
井
手
の
墓
道
と
し
て
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
る
と
と
か
ら
み
て
、
往
古
の
古
道
が
今
日
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
き
た
も

の
と
い
え
る
。

次
K
、
奈
良
・
平
安
期
の
大
和
路
を
想
定
す
る
に
あ
た
り
、
前
述
の
古
絵
図

と
井
手
地
域

k
b
け
る
条
皇
制
や
現
存
の
直
線
的
左
道
左
ど
か
ら
考
察
し
て
み 「

嘗

る
。
す
な
わ
ち
、
井
手
郷
古
絵
図
に
は
八
井
堤
之
中
路

V
と
し
て
南
西
の
木

津
川
堤
附
近
か
ら
西
村
を
経
て
玉
川
を
渡
h
y
、
東
の
一
扇
状
地
裾
へ
と
通
じ
る
道

と
、
も
う
一
つ
は
扇
状
地
の
湧
水
線
K
沿
う
て
南
北

K
石
垣
塁
と
水
無
里
と
を

結
ぶ
道
が
記
さ
れ
て
い
る
。
井
堤
之
中
路
K
つ
い
て
は
『
井
手
J

町
時
』

K
詳
述

し
た
が
、
筆
者
は
往
古
の
大
和
路
と
考
え
な
い
。
そ
乙
で
、
石
垣
里
と
水
無
里

と
を
結
ぶ
道
が
問
題
と
念
る
。
絵
図

K
は、

ζ

の
道

K
沿
う
た
水
無
里
の
東
縁

あ
た
り
に
八
玉
の
井

V
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
玉
の
井
は
、
現
在
の
水
無
集
落

の
小
字
八
玉
?
の
井

V
K
現
存
す
る
水
量
の
豊
か
な
泉
で
、
平
安
時
代
以
降
、
数

多
く
の
歌
印
刷
戸
札
う
た
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
垣
集
落

K
も
南
北
の
道
の
傍

K

八
L

ハ
角
井
戸

V
と
称
す
る
大
き
左
井
一
戸
が
あ
る
。
乙
の
井
戸

K
つ
い
て
『
井
手

ゐ
』
や
『
綴
喜
郡
詞
ば
に
は
「
頓
宮
の
跡
地
で
、
往
昔
斉
女
御
婦
洛
の
時
の

休
憩
の
所
な
り
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
平
安
期
以
降
の
文
学
や
詩
歌
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K
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
八
井
手
の
渡
し

V
や
八
井
堤
の
石
橋
・
山
石
橋

V
に
つ
い
て

『
山
州
名
跡
志
』
や
前
述
の
『
井
手
村
誌
』
、
『
綴
喜
郡
誌
』

K
は
、
玉
川
を

渡
る
際

K
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

井
手
扇
状
地
を
通
る
奈
良
・
平
安
期
の
大
和
路
は
、

扇
状
地
の
湧
水
線

K
沿

う
て
い
る
石
垣
と
水
無
の
二
つ
の
集
落
を
結
ぶ
南
北
の
直
線
状
の
現
存
す
る
道

路
と
し
た
。
さ
ら

K
水
無
の
玉
の
井
の
泉
の
傍
か
ら
北
へ
向
う
道
も
、
崖
下
の

ほ
ほ
三
七
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線

K
沿
う
て
ゆ
る
や
か

K
曲
b
な
が
ら
北
進
し
、

扇
状
地
北
縁
の
大
塚
古
墳
の
附
近
で
崖
を
登
っ
て
前
述
の
古
墳
時
代
の
古
道
を

利
用
し
て
旧
多
賀
村
(
現
井
手
町
大
字
多
賀

)
K
入
る
道
で
あ
る
。
と
の
道
は

い
を
は
僅
か
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
農
道

K
左
「
て
い
る
が
、
多
賀
と
水
無
と
を

結
ぶ
最
短
距
離
に
あ
た
h
y
、
明
治
二
八
年
(
一
八
九
五
)
奈
良
線
の
開
通
後
、

沖
積
平
地

K
作
ら
れ
た
新
道
が
出
現
す
る
ま
で
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
。



一
ニ
、
古
代
の
山
本
駅
と
江
津

古
代
山
本
駅
は
、
平
城
京
と
淀
・
山
崎
の
ほ
ぼ
中
間

K
位
置
し
て
い
て
、
山

倉
)

背
・
大
和
・
河
内
へ
の
三
方
に
開
け
る
要
地
で
あ
っ
た
の
み
で
念
〈
、

ζ

と
か

戸ワム戸、

ら
泉
河
を
渡
っ
て
近
江
・
東
国
方
面
へ
向
う
分
岐
点
を
形
し
て
い
た
。

K
、
南
西
へ
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
小
字
八
古
屋
敷

V
へ
、
乙
ζ

か
ら
現
在
地

(

沼

)

へ
再
度
移
っ
た
の
は
寛
延
四
年
(
一
七
五
一
)
の
乙
と
で
あ
る
。
普
賢
寺
谷

K

分
布
す
る
諸
集
落
の
氏
神
関
係
の
調
査

K
よ
れ
ば
、
山
本
と
江
津
の
ニ
つ
の
集

落
は
、

江
津

K
鎮
座
す
る
式
内
社
の
佐
牙
神
社
で
あ
る
が
、
他
の
す
べ
て
は
天

文
明
十
四
年
(
一
四
八
二
)
『
山
城
国
綴
喜
郡
筒
城
郷
朱
智
庄
・
佐
賀
庄
両

f
q
L」

惣
図
』

K
よ
れ
ば
、
山
本
集
落
か
ら
直

王
に
あ
る
式
内
社
の
朱
智
神
社
で
あ
る
。
前
述
の
『
綴
喜
郡
誌
』
は
「
佐
牙
神

線
で
南
へ
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
隔
た
っ

た
木
津
川
河
岸

K
八
江
津

V
の
集
落
が

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
江

津
は
、
絵
図

K
八
石
一
戸
村

V
と
し
る
さ

れ
た
山
麓

K
位
置
し
て
い
る
。

乙
の
江

津
の
問
地
と
思
わ
れ
る
と
と
ろ
は
、
小

字
八
古
垣
内

V
で、

社
よ
り
南
，、、

通
『じ
綴る
喜直と
郡線乙

誌8上問
』の
は駅山
「路宮本
筒 VL'--'駅

沿
う
て
い
る
。

城
郷
の
絵
図
の
石
戸
村
は
江
津
村
の
出

郷
」
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
と
と
か
ら
、
江
津
は
、
文

明
期
以
後

K
木
津
川
河
山
浮
か
ら
山
麓
の

現
在
地
に
移
っ
た
と
い
え
る
。

山
本
駅
祉
の
あ
っ
た
山
本
集
落
も
、

最
初
の
飯
岡
丘
陵
南
麓
の
位
置
か
ら

は回
貞立
観地
十移
二転
年 し
(て

八い
七る
O 
)最
の初
災の
害計移
後)動

1
4
1
1
1
1十
l

圏一

ω

山
本
村
山
E

a 

/ー造-
ょ;ェ
ア;章
、村
l呂¥
ノ ¥ ¥

口 ¥t

J 

井手闘状地tてなける古道と山本村・江津村の旧地

凶古墳時代の吉道 (B)奈良・平安時代の幹道

(a)山本の旧地=貞観 12年(870 )まで

白)山本の!日地=貞観甥から寛延4年 (1751)まで

(c)江津の岡地=郊月期(1469-1486)頃まで

付)大塚古境(ロ)高月古墳付北大塚古墳←)南大塚古墳
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社
は
往
昔
山
本
村

K
あ
b
」
と
説
明
し
て
い
る
。
山
本
集
落
で
は
、
佐
牙
神
社

の
旧
地
と
思
わ
れ
る
と
乙
ろ
を
、
上
大
神
宮
・
下
大
神
宮
と
呼
ん
で
い
て
、
祭

日
K
は
と
と
を
な
旅
所
と
し
て
神
輿
の
か
渡
り
が
あ
る
o

ま
た
、
乙
の
神
社
の

宮
座
は
、

念
が
ら
く
山
本
と
江
津

K
あ
っ
た
。

『
令
義
解
』
巻
一

O
K
「
凡
要
路
津
済
。
不
堪
渉
渡
之
慮
。
皆

賓
船
運
渡
。
依
至
津
先
後
為
次
。
国
郡
宮
司
検
校
0

・
:
:
・
」
と
あ
り
、
ま
た
、

『
令
義
解
』
巻
品
川
八

κ
「
凡
水
鐸
不
配
馬
慮
。
量
閑
繁
。
爵
別
置
船
四
隻
以
下
。

二
隻
以
上
、
:
:
:
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
立
地
移
動
以
前
の
山
本
・
江
津

は
、
泉
河
の
河
岸

K
立
地
し
て
い
た
の
で
、
津
の
役
割
も
果
し
て
い
た
と
考
え

る
。
い
い
か
え
る
と
、
山
本
は
、
貞
観
十
二
年
(
八
七

O
)
の
移
動
で
河
岸
か

ら
離
れ
た
の
で
、
渡
し
場
の
機
能
を
失
い
、
そ
れ

K
か
わ
っ
て
江
津
(
移
る
以

と
乙
ろ
で
、

前
)
が
山
本
駅
の
容
の
役
割
を
引
き
受
け
る
よ
う

K
在
っ
た
と
推
測
し
て
誤

b

で
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

乙
の
江
津
も
文
明
期
以
後

K
木
津
川
岩
か
ら
離

乙
と
で
の
泉
河
の
船
渡
し
の
渡
瀬
は
左
〈
左
っ
た
。
江
戸
時
代

K

(

却

)

在
る
と
、
木
津
川
の
両
様
の
幹
線
道
路
を
結
ぶ
渡
し
場
は
八
薮
の
渡
し

V
と
呼

江
津
よ
り
さ
ら

K
二

0
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
流
の
槻
酪
と
井
』
主
J

の

れ
た
の
で
、

ば
れ
て
、

玉
水
の
八
ヤ
プ

V
と
を
結
ん
で
い
る
。
と
の
よ
う
に
み
る
と
、
古
代
の
山
本
や

江
崎
停
は
、
古
代
・
中
世
の
頃
は
、
泉
河
で
の
渡
船
場
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

回
、
延
喜
式
泉
湾
樺
井
渡
瀬
の
所
在
地

『
延
喜
式
』
巻
五
十
雑
式
に
「
凡
山
城
国
泉
河
樺
井
渡
瀬
者
、
官
長
率
東
大

寺
工
等
、
毎
年
九
月
上
旬
造
俵
橋
、
来
年
三
月
下
匂
壊
収
、
其
用
度
以
除
帳
得

度
田
地
子
稲
一
百
束
充
之
」
と
あ
る
。

ζ

の
樺
井
渡
瀬
の
所
在
地

K
つ
い
て
は
、
水
主
説
(
城
湯
市
水
主
か
ら
田
辺

町
大
住
を
結
ぶ
)
と
井
手
棚
倉
説
(
山
本
駅
附
近
か
ら
井
手
と
山
城
町
と
の
境

附
近
を
結
ぶ
)
等
の
諸
説
が
あ
る
。
さ
ら

K
、
八
樺
井

V
の
旧
地
ゃ
、
樺
井
月

神
社
の
出
鎮
座
地

K
つ
い
て
も
、
大
住
説
・
水
主
説
・
棚
倉
井
手
説
が
あ
る
。

と
乙
ろ
で
、
『
令
義
解
』
巻
品
川
に
は
、
「
凡
津
橋
道
路
、
毎
年
起
九
月
半
、

嘗
界
修
理
、
十
月
使
託
、
其
要
路
陥
壊
停
水
、
交
廃
行
旅
者
不
拘
時
:
;
:
」
と

あ
る
乙
と
か
ら
み
て
、

乙
の
泉
河
樺
井
渡
瀬
は
、
古
代
・
中
世

K
な
げ
る
政
治

上
の
重
要
左
幹
道
を
結
ぶ
泉
河
の
渡
瀬
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
和
銅
四

年
(
七
一
一

)
K
置
か
れ
た
岡
田
駅
は
、
木
津
橋
附
近

K
、
河
内
の
楠
葉
駅
は

淀
川
の
渡
河
点

K
、
そ
の
後
の
山
崎
駅
は
山
崎
橋
附
近

K
位
置
し
て
い
た
事
実

は
、
様
井
渡
瀬
の
考
察

K
あ
た
h
J
、
山
本
駅
の
存
在
を
重
視
し
左
け
れ
ば
左
ら

な
い
し
、
前
述
の
河
内
か
ら
山
本
駅
を
経
て
田
原

K
い
た
る
田
原
道
と
の
関
連

も
無
視
で
き
左
い
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
水
主
説

K
は
賛
成
で
き

-14-

左
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
水
主
・
大
住
は
、

古
代
の
幹
道

κ沿
う
て
い
左
か

っ
た
の
で
、

古
代
・
中
世
の
幹
道
を
結
ぶ
渡
瀬
で
あ
る
と
い
え
な
い
。
ま
た
、

乙
の
説
は
、
様
井
月
神
社
(
い
を
は
水
主
の
水
主
神
社
の
境
内

K
A口
司
制
さ
れ
て

い
る
社
で
あ
る
)
の
現
在
地
ゃ
、
水
主

K
小
字
八
樺
井

V
が
あ
る
と
と
の
み
を

重
視
し
た
説
で
、
古
代
か
ら
の
山
背
国
の
交
通
等
を
全
く
無
視
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

次
に
、
井
手
説
(
山
本
駅
附
近
と
井
手
扇
状
地
の
幹
道
を
結
ぶ
)
を
主
張
す

る
理
由
を
次
の
如
〈
列
記
し
た
。

①
山
本
駅
附
近
か
ら
井
手
の
幹
道
を
結
ぶ
古
代
の
泉
河
の
渡
河
の
事
例
は
あ

ま
り
左
い
が
、
前
述
の
押
勝
を
追
う
追
跡
軍
の
道
筋
ゃ
、
『
高
払
蜘
一
-

(
む
)

凶
五
六
)
の
筋
道
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
え
、
井
上
満
郎
は
、

四

『
古
事
記
』
の
安

康
記
の
市
辺
之
忍
歯
玉
子
の
逃
亡
の
道
筋
は
、
木
津
川
東
岸
か
ら
泉
河
を
渡



河
し
て
山
本
駅

K
い
た
り
河
内
へ
走
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
o

② 

古
代
の
山
本
駅
は
、

河
内
と
近
江
を
結
ぶ
東
西
交
通
路
の
要
衝

K
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

山
本
駅
か
ら
一
泉
河
を
渡
河
す
る
渡
瀬
は
、

当
時
は
よ

く
利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
し
た
o

f1P 

山
本
駅
か
ら
禽
へ
直
線
の
駅
路
と
、

井
手
扇
状
地
の
幹
道
と
の
問
痛
は
、

僅
か
一
一

0
0
メ
ー
ト
ル
で
、
山
背
国
で
は
、
最
短
距
離
に
る
た
る
。
ま
た

こ
乙
は
、
木
選
川
の
水
勢
・
水
量
左
ど
の
自
然
的
条
件
か
ら
考
察
し
て
も
、

渡
瀬
と
し
て
も
っ
と
も
恵
ま
れ
た
地
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

定1

開
発
の
は
や
か
っ
た
井
手
一
同
一
状
地
は
、
東
大
寺
領
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い

天
王
i

二
一
一
年
(
七
四
一
ゾ
『
東
大
寺
奴
呼
民
』
に
載
せ
ら

た
。
山
本
塁
は
、

れ
て
い
る
。

⑤ 

樺
一
井
月
神
社
の
旧
池
は
、
綴
士
号
と
拍
楽
郡
と
の
境
附
近
。
樺
井
は
、
苅
羽

井
・
可
爾
波
白
井
と
同
慮
と
の
(
却
が
あ
る
。

ζ

の
説
は
、
樺
井
月
神
社
と
樺

井
の
岡
地
は
、

現
在
の
井
手
町
石
煩
か
ら
山
城
町
縞
目
の
あ
た
り
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
o

き
て

こ
の
渡
瀬
は
、
前
述
し
た
如
く
最
初
は
山
本
駅
附
近
か
ら
で
る
っ
た

が
、
貞
観
十
二
忽
l

(

八
七

O
)
山
本
集
落
が
移
動
し
て
か
ら
江
津
一

K
移
っ
た
と

推
定
し
た
。
対
母
の
井
手
の
地
点
と
し
て
は
、
玉
川
川
口
十
南
側
の
小
字
、
八
合

薮

V
と
考
え
た
。

と
乙
か
ら
、

玉
川
南
側
の
直
線
の
道
を
東
へ
僅
か
七

O
O
メ

ー
ト
ル
登
る
と
幹
道
に
沿
う
て
い
た
石
垣
集
落

K
達
す
る
。

五
、
ま
と

め

井
手
扇
状
地
に
な
け
る
古
墳
時
代
の
古
道
は
、
古
墳
に
沿
う
て
約
七
五

1
六

五
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
を
ゆ
る
や
か
に
岱
り
左
が
ら
南
北

K
通
じ
て
い
た
。
奈

良
・
平
安
期
の
幹
嘉
一
は
、

の
等
高
線
に
沿
い
、

存
ず
る
道
路
と
し
た

Q

一
扇
状
地
の
湧
水
線
に
沿
う
て
四

0
1一
二
七
メ
ー
ト
ル

石
沼
一
と
水
位
い
の
二
つ
の
集
落
を
結
ぶ
宥
北
の
直
線
状
の
現

結
ぶ
渡
瀬
で
あ
っ
た
。

延
喜
式
泉
河
樺
井
渡
瀬
は
、
古
代
・
中
世

K
な
い
て
、
泉
河
両
岸
の
幹
道
を

さ
ら

K
河
内
↓
普
賢
寺
谷
↓
山
本
↓
井
手
↓
田
原
・
近

様
井
渡
瀬
は
、

江
方
面
へ
通
じ
る
東
西
交
通
路
の
渡
瀬
で
も
あ
っ
た
と
し
た
。

山
本
か
ら
対
岸
の
井
手
の
石
垣
を
南
北

K
貫
く
幹
道
を
結
ぶ

も
の
で
あ
ヲ
た
と
考
え
た
。
最
初
は
山
本
駅
附
近
を
渡
し
口
と
し
て
い
た
が
、

こ
の
江
津
も
文
明
期
以
後
げ
に

貞
観
一
二
年
以
降
は
江
津

K
移
っ
た
σ

し
か
し
、

と
い
え
る
。
そ
し
て
、

山
麓

K
移
動
し
た
の
で
、
樺
げ
件
叶J
渡
瀬
は
、
幹
線
路
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
っ
走
、

江
戸
時
代

K
な
る
と
、
井
手
の
玉
水
と
祝
置
と
を
結
ぶ

八
薮
の
渡
し

V
が
幹
線
路
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。(

京
都
府
立
城
湯
高
校
)
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文
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史
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O
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編
輯

つ
L

の
む
。
此
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を
ば
玉
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ゐ
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う
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(
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(
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巻

八
九
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一
一
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九

五
巻
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巻
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四
四

『
井
手
町
史
二
集
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京
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編
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治
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(
お
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前
掲

~X 
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頁
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九

O
八

年
刊

(
弘
)

京
都
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辺
町
山
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井
弥
一
・
小
泉
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雄
氏
蔵
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会
、
京
都
府
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誌
(
一
九
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刊
)
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口
絵
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そ
の
写
真
が
あ
る
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掲
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頁
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K
江
津
は
沿
う
て
い
る
と
と
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前
掲
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八
頁
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藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
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歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研
究

上

』

大

明

堂

一

九

七

八

九

九

1
一
O
八
頁

山
城
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河
樺
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渡
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の
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に
よ
る
。
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乾
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式

a 
¥-' 

前
掲

〆戸、

JL 

一
四
頁

i9 、J

『
拾
遺
都
名
所
図
絵
は
「
大
和
街
道
木
津
川
渡
ロ
念
り
。
玉
水
の
南
七

町
ば
か

b
k
祝
圏
・
吐
師
を
経
て
大
和
国
歌
姫

K
至
る
。
」

『
山
城
名

勝
志
図
相
楽
郡
図
』
は
「
玉
水
村
へ
出
て
伏
見
豊
凌
橋
」
と
記
明
し
て
い

る

-16 -

(

初

)

空
み
つ
大
和
国
あ
を

K
よ
し
、
寧
楽
山
越
え
て
、
山
城
の
管
木
之
原
、

ち
は
や
ぶ
る
千
遅
の
渡
:
:
:
。

(
剖
)

前
掲
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詑
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遺
文
下

東
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院
文
書
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訪
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記
簿
・
神
明
帳
考
証

蔦
葉
山
代
志
考
左
ど




